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* 本研究の一部は、2016年度日本建築学会北陸支部大会研究発表会（2017年 7 月，長野）および第 68回日本木材学
会大会（2018年 3月，京都）において発表した。 
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（積水樹脂㈱）（ 2.6 円/ｍ） 
 
























（内接合具＋締め具）    （片側貫通接合具＋締め具） 
 

















試験方法は図 11と図 12に示したとおりである。 
100kN インストロン強度試験機を用いて、荷重速度
1mm/分で球座を介して加力し、接合部にせん断力を加え














図 11 試験体の接合角度と試験方法 
 
表２ 試験体の種類と試験体数 
試験体  接合具 接合 締め具  接合 ( 試験 
No.   の種類 形式 の種類  角度   体数 ) 
 
1-90  Φ18mm   片側貫通接合具 ビニル 90度（ 5体） 
塩ビパイプ ＋締め具 テープ 
 
2-90  Φ18mm   片側貫通接合具 なまし 90度（ 5体） 
塩ビパイプ ＋締め具 鉄線 
 
3- 0  Φ26mm   内接合具 なまし 0 度（10 体） 
塩ビパイプ ＋締め具 鉄線 
 
3-45  Φ26mm   内接合具 なまし 45 度（16 体） 
塩ビパイプ ＋締め具 鉄線 
 
3-90  Φ26mm   内接合具 なまし 90 度（14 体） 
塩ビパイプ ＋締め具 鉄線 
 





































































（試験体 3-45）       （試験体 3-90） 
 














図 13 試験体に用いた竹稈の外径と肉厚の関係 
 




























































































































































図 14 代表的な荷重-接合部ずれ変位曲線と破壊形態 
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全データの回帰直線 y = 0.5x
R² = 0.655**


















y = 0.5x - 1.4
丸めて



















2.3.2 試験体 3-0と 3-45と 3-90の比較 

















































性値 0Ｆ 27）は、丸竹横材の外径を 6cm以上かつＤ(cm)と
すると、 
 









Ｄ≧15cmのときは 0Ｆ ＝5.5kN一定 
 
と表すことができる。 




























































































Φ 9mmロープ － Φ18mm塩ビパイプ 





















・立竹貫通材１：塩ビパイプ、外径 18㎜内径 13mm、商品名クボ 




・立竹貫通材２：塩ビパイプ、外径 26㎜内径 20mm、商品名クボ 




・接合具１  ：直径 12mm クレモナＳロープ（素材：㈱クラレ製） 
（238円/ｍ）  
 



















































































































図 22 塩ビパイプ端の変形 



























































接合の基準強度特性値 oＦは、丸竹材の外径を 6cm 以上
かつＤ(cm)とすると、 
 
oＦ ＝ 1.2×Ｄ － 2 （ｋN） ( Ｄ ≧ 6 cm ) 
 
ただし、ロープ破断の試験体があったことを考慮して、 
  ・接合具が直径 12mmロープと直径 26mm塩ビパイプの
組み合わせの場合 
Ｄ≧15cmのときは 0Ｆ ＝16.0kN一定 
 
・接合具が直径 9mm ロープと直径 18mm 塩ビパイプの
組み合わせの場合 







































































図 24 全試験体における丸竹材の外径と最大荷重 
の関係 
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